
１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

理 事 長 小 口 勝 司

学 校 法 人 昭 和 大 学開設者名

〒142-8666　東京都品川区旗の台1-5-8

電話（03）3784-8000　（代表）

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、その
診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

氏名

〒142-8666　東京都品川区旗の台1-5-8

学校法人昭和大学　理事長　小口勝司

昭和大学病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科

昭和大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）
第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

住所

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器疾
患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

令 和 6 年 10 月 4 日

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入するこ
と。

（注）

厚　生　労　働　大　臣　　殿

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

３歯科口腔外科

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

0 815 815

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外科」
「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること
（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ
と）。

（単位：床）0 0 0

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

リハビリテーション科

（注）

（注）

性病科 臨床検査科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として「歯
科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

１精神科 2小児科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

587 690 725 9

6 6 19 57

81 5 84 12

64 64

981 14 983.4 38 8

1 12

3 3 133

7 7 59 3

７　専門の医師数

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 2 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

666.7

1,479.1

5,868.5

157.3

3

73.4

382.7

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以外
の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入す
ること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の二
の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

（注）

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

666.7

1,418.7

0

60.4

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数の
合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （ 病 院 長 相 良 博 典 ） 任命年月日

平成27年4月1日～　医療安全管理対策委員会　委員
令和2年4月1日～　医療安全管理対策委員会　委員長

歯科等以外 歯科等 合計

（注）

救急科専門医産婦人科専門医 26

合計

1

8

15

17

19

14

11

265

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

48

56

1

35

8

6

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数
の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

看護師 医療社会事業従事者臨床工学士

視能訓練士

義肢装具士助産師

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

（注）



10　施設の構造設備

51 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

51.8 ㎡ （主な設備）

14.8 ㎡ （主な設備）

91.4 ㎡ （主な設備）

97.8 ㎡ （主な設備）

###### ㎡ （主な設備）

5,339.8  ㎡ 室数 室 人

1,525    ㎡ 室数 室
冊程
度

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

病床数 671.89

4

算出
根拠

凍結ミクロトーム装置（ライカCM1950）

解剖台・冷蔵庫・光触媒環境浄化装置（SSC-75hi-Y）

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 97.6 逆紹介率 99.1

16

20,453

26,506

5,065

26,285

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

床面積

D：初診の患者の数

22.7

生化学自動分析装置（BM6010）

血液培養自動分析装置（BACTEC-FX）

床面積

共用する室名

1

収容定員

蔵書数

2,593

350,000図書室

（注）

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
925.6

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

（注）



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

坂下　暁子
昭和大学横浜市北部病
院病院長

医療に関する学識経験
者

1

越石　孝一 患者代表
医療従事者以外の者で
医療を受ける者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

近藤　昌昭 弁護士

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者、その他の学識
経験を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

昭和大学病院ホームページ

有

有

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

（注）



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

2人

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

3

6人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

子宮内細菌叢検査2

子宮内膜受容能検査2

膜構造を用いた生理学的精子選択術 不妊症（卵管性不妊、男性不妊、機能性不妊又は一般不妊治療
が無効であるものに限る。）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 56 サルコイドーシス 25
2 筋萎縮性側索硬化症 6 57 特発性間質性肺炎 6
3 脊髄性筋萎縮症 3 58 肺動脈性肺高血圧症 11
4 進行性核上性麻痺 2 59 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 8
5 パーキンソン病 54 60 リンパ脈管筋腫症 1
6 大脳皮質基底核変性症 1 61 網膜色素変性症 1
7 重症筋無力症 16 62 原発性硬化性胆管炎 1
8 多発性硬化症／視神経脊髄炎 18 63 自己免疫性肝炎 32
9 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 8 64 クローン病 38
10 クロウ・深瀬症候群 1 65 潰瘍性大腸炎 119
11 多系統萎縮症 3 66 好酸球性消化管疾患 1
12 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 4 67 チャージ症候群 2
13 もやもや病 17 68 筋ジストロフィー 2
14 全身性アミロイドーシス 2 69 神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白質脳症 1
15 神経線維腫症 4 70 痙攣重積型（二相性）急性脳症 1
16 天疱瘡 33 71 神経細胞移動異常症 2
17 表皮水疱症 1 72 ウエスト症候群 2
18 膿疱性乾癬（汎発型） 6 73 スタージ・ウェーバー症候群 1
19 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 74 結節性硬化症 1
20 中毒性表皮壊死症 1 75 家族性良性慢性天疱瘡 1
21 高安動脈炎 15 76 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 21
22 巨細胞性動脈炎 18 77 歌舞伎症候群 2
23 結節性多発動脈炎 25 78 多脾症候群 1
24 顕微鏡的多発血管炎 53 79 22q11.2欠失症候群 3
25 多発血管炎性肉芽腫症 51 80 修正大血管転位症 4
26 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 25 81 完全大血管転位症 4
27 悪性関節リウマチ 12 82 単心室症 8
28 バージャー病 1 83 左心低形成症候群 8
29 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 84 三尖弁閉鎖症 3
30 全身性エリテマトーデス 277 85 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 4
31 皮膚筋炎／多発性筋炎 102 86 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 12
32 全身性強皮症 38 87 ファロー四徴症 19
33 混合性結合組織病 29 88 両大血管右室起始症 12
34 シェーグレン症候群 95 89 エプスタイン病 2
35 成人スチル病 26 90 急速進行性糸球体腎炎 11
36 再発性多発軟骨炎 2 91 一次性ネフローゼ症候群 60
37 ベーチェット病 36 92 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
38 特発性拡張型心筋症 13 93 紫斑病性腎炎 1
39 肥大型心筋症 12 94 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3
40 再生不良性貧血 22 95 オスラー病 1
41 自己免疫性溶血性貧血 9 96 閉塞性細気管支炎 1
42 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3 97 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
43 特発性血小板減少性紫斑病 61 98 グルコーストランスポーター1欠損症 1
44 血栓性血小板減少性紫斑病 7 99 尿素サイクル異常症 1
45 原発性免疫不全症候群 9 100 家族性地中海熱 1
46 多発性嚢胞腎 14 101 強直性脊椎炎 8
47 黄色靱帯骨化症 4 102 骨形成不全症 1
48 後縦靱帯骨化症 16 103 軟骨無形成症 2
49 特発性大腿骨頭壊死症 19 104 リンパ管腫症/ゴーハム病 2
50 下垂体性ADH分泌異常症 4 105 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 2
51 クッシング病 2 106 総排泄腔遺残 1
52 下垂体前葉機能低下症 14 107 胆道閉鎖症 1
53 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1 108 嚢胞性線維症 2
54 先天性副腎皮質酵素欠損症 1 109 ＩｇＧ４関連疾患 22
55 アジソン病 3 110 好酸球性副鼻腔炎 48

111 左肺動脈右肺動脈起始症 1
112 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 1

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 112
合計患者数（人） 1,735

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療DX推進体制整備加算

　・歯科点数表の初診料の注1に規定する施設基準

　・歯科外来診療医療安全対策加算1

　・歯科外来診療感染対策加算2

　・特定機能病院入院基本料（７対１）

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算3

　・医師事務作業補助体制加算2（20対1）

　・急性期看護補助体制加算（25対1）（補助者5割以上）、夜間急性期看護
補助体制加算（100対1）、夜間看護体制加算、看護補助体制充実加算2

　・看護職員夜間配置加算（12対1配置加算1）

　・療養環境加算

　・病棟薬剤業務実施加算2

　・データ提出加算2　イ

　・入退院支援加算1　入院時支援加算

　・医療安全対策加算1

　・感染防止対策向上加算1　（指導強化加算）

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩等管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・後発医薬品使用体制加算1

バイオ後続品使用体制加算

　・病棟薬剤業務実施加算1

　・入退院支援加算3

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・特定集中治療室管理料1 （小児加算）（早期離床・リハビリ
テーション加算）

　・特定集中治療室管理料3 （小児加算）（早期離床・リハビリ
テーション加算）

　・ハイケアユニット入院医療管理料１（早期離床・リハビリテー
ション加算）

　・総合周産期特定集中治療室管理料1・2（成育連携支援加
算）

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算1

　・排尿自立支援加算

　・地域医療体制確保加算

　・救命救急入院料1（小児加算）（救急体制充実加算1）（早
期離床・リハビリテーション加算）

　・小児入院医療管理料１（プレイルーム加算）（養育支援体
制加算）

　・精神科リエゾンチーム加算

　・栄養サポートチーム加算

　・無菌治療室管理加算2

　・緩和ケア診療加算（個別栄養食事管理加算）

　・患者サポート体制充実加算

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・重症患者初期支援充実加算

　・報告書管理体制加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

　・心臓ペースメーカー指導管理料（遠隔モニタリング加算） 　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウィルス疾患指導料 注2に規定する施設基準
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳埋込術、植
込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・外来栄養食事指導料 （注2外来化学療法実施患者の栄養食事
指導を行う場合）

　・人工中耳植込術

　・糖尿病合併症管理料
　・経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴う
もの）

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む）

　・がん患者指導管理料ロ 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・がん患者指導管理料イ
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む）（内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）、鏡視下喉頭悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・がん患者指導管理料ハ
　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科診療以外の診療に係るもの
に限る。）

　・外来緩和ケア管理料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳癌センチネルリンパ節生検加算１又は乳
癌センチネルリンパ節生検加算２を算定する場合に限る。）

　・がん患者指導管理料ニ 　・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（ＭＲＩによるもの）

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後）
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わない
もの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの）

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・ゲル充填人工乳房を用いた再建手術（乳房切除後）

　・小児運動器疾患指導管理料 　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉を超え
るものに限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 　・気管支バルブ留置術

　・腎代替療法指導管理料
　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併切
除を伴うもの）に限る。）

　・生殖補助医療管理料１
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合)

　・一般不妊治療管理料
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺葉を
超えるものに限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・地域連携小児夜間・休日診療料２
　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・院内トリアージ実施料

　・地域連携夜間・休日診療料

　・療養・就労両立支援指導料（注3に掲げる相談支援加算） 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・外来放射線照射診療料 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・外来腫瘍化学療法診療料1（連携充実加算）
　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的大
動脈弁置換術）

　・ニコチン依存症管理料 　・経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃・十二
指腸穿孔廔孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸廔閉
鎖術（内視鏡によるもの）結腸廔閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎
盂）腸廔閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸廔閉鎖術（内視鏡によ
るもの）、膀胱腸廔閉鎖術（内視鏡によるもの）及び膣腸廔閉鎖術
（内視鏡によるもの）

（様式第2）



　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特異性
同定検査）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・骨髄微小残存病変量測定
　・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹
膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、腹腔鏡
下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、
腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開副腎摘出
術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開腎部分切除
術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫
瘍手術

　・BRCA1/2遺伝子検査

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・先天性代謝異常症検査 　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体 　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の
場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静
脈電極の場合）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血
糖測定器を用いる場合）皮下連続式グルコース測定

　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持続
血糖測定器を用いる場合）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・遺伝学的検査の注2に規定する基準 　・経皮的下肢動脈形成術

　・染色体検査の注2に規定する基準 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・医療機器安全管理料1
　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・医療機器安全管理料2
　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・歯科治療時医療管理料
　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込型除
細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・救急患者連携搬送料
　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込
型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び
経静脈電極抜去術

　・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場
合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電
極の場合）

　・がん治療連携計画策定料 　・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの））

　・外来排尿自立指導料 　・磁気ナビゲーション加算

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１ 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・薬剤管理指導料
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）



　・外傷全身ＣＴ加算（６４列以上のマルチスライス型の機器によるＣ
Ｔ撮影）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・心臓ＭＲＩ撮影加算（３ステラ以上の機器によるＭＲＩ撮影） 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・乳房ＭＲＩ撮影加算（３ステラ以上の機器によるＭＲＩ撮影）
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用
支援機器を用いる場合)

　・画像診断管理加算4 　・精巣温存手術

　・遠隔画像診断
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・冠動脈ＣＴ撮影加算（６４列以上のマルチスライス型の機器による
ＣＴ撮影）

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いた場合）

　・血流予備量比コンピューター断層撮影
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・口腔細菌定量検査 　・膀胱水圧拡張術およびハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査
　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・精密触覚機能検査 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・画像診断管理加算1 　・埋没陰茎手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・補聴器適合検査 　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・小児食物アレルギー負荷検査
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いる場
合)、腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いる
場合)

　・内服・点滴誘発試験 　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・センチネルリンパ節生検 　・同種死体腎移植術

　・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によるも
の）

　・生体腎移植術

　・胎児心エコー法 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・ヘッドアップティルト試験 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・皮下連続式グルコース測定 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・脳波検査判断料1
　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・神経学的検査 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・検体検査管理加算(Ⅱ) 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・遺伝カウンセリング加算 　・腹腔鏡下肝切除術

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・生体部分肝移植術

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・バルーン閉塞下経静脈的塞栓術

　・ウィルス・細菌核酸多項目同時検出(髄液) 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの)

　・検体検査管理加算(Ⅰ)
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を
伴うものに限る。）



　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。） 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・看護職員処遇改善評価料

　・椎間板内酵素注入療法  ･外来・在宅ベースアップ評価料（Ｉ）

　・緊急穿頭血腫除去術  ･歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・CAD／CAM冠 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・皮膚悪性腫瘍切除術（皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加
算を算定する場合に限る。）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・自家脂肪注入 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場
合に限る。）

　・病理診断管理加算2

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨
移植（特殊なものに限る。）））

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算 　・１回線量増加加算

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・ストーマ合併症加算 　・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

　・心不全に対する遠赤外線温熱療法 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算 　・定位放射線治療

　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの） 　・周術期薬剤管理加算

　・人工腎臓（慢性維持透析1） 　・放射線治療専任加算

　・導入期加算3 　・外来放射線治療加算

　・透析液水質確保加算および慢性維持透析濾過加算 　・高エネルギー放射線治療

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）（初期加算） 　・輸血適正使用加算

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）（初期加算） 　・自己クリオプレシピテート作製法（用手法）

　・がん患者リハビリテーション料 　・人工肛門・人工膀胱造設術前前処置加算

　・リンパ浮腫複合的治療料 　・レーザー機器加算

　・歯科口腔リハビリテーション料2 　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・胎児輸血術

　・外来化学療法加算1 　・体外式膜型人工肺管理料

　・無菌製剤処理料
　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患者に対して行うもの
に限る。）

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）（初期加算）
　・子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患者に対
して行うものに限る。）

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）（初期加算） 　・輸血管理料Ⅰ

　・頭部ＭＲＩ撮影加算（３ステラ以上の機器によるＭＲＩ撮影） 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・全身ＭＲＩ撮影加算（３ステラ以上の機器によるＭＲＩ撮影） 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術



　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術 　・

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装
置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

 ･入院ベースアップ評価料



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 45

剖検率（％） 8%

(注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

高度の医療の提供の実績

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

昭和大学病院CPC： 19回　(2023年度)
臨床病理診断科内検討会：110回 (2023年度)

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

600,000 補

委

900,000 補

委

4,110,000 補

委

3,200,000 補

委

1,600,000 補

委

200,000 補

委

200,000 補

委

1,000,000 補

委

800,000 補

委

1,400,000 補

委

1,000,000 補

委

400,000 補

委

900,000 補

委

900,000 補

委

1,000,000 補

委

100,000 補

委

1,300,000 補

委

1,400,000 補

委

800,000 補

委

900,000 補

委

700,000 補

委

300,000 補

委

極低出生体重児に対する経母乳ヒトサ
イトメガロウイルス感染症対策

水野　克己 小児科 日本学術振興会

プラーク内出血とハプトグロビン遺伝子
多型から見た新たな冠動脈イベント予
防戦略

松本　英成 循環器内科 日本学術振興会

肝細胞癌の抗腫瘍免疫回避における
β-cateninの分子機序の解明と治療応
用

下川　雅弘 腫瘍内科 日本学術振興会

化学療法誘発性末梢神経障害の腫瘍
神経免疫学的病態解析による定量評
価法の開発

有泉　裕嗣 腫瘍内科 日本学術振興会

免疫療法不応の克服に向けた可溶性
免疫チェックポイントの解析及び膵臓
癌治療への応用

大熊　遼太朗 腫瘍内科 日本学術振興会

Th17細胞のPD-1受容体結合率及びポ
ドプラニン発現と臨床アウトカムの相関
解析

平澤　優弥 腫瘍内科 日本学術振興会

慢性副鼻腔炎におけるバイオマーカー
としてのペリオスチンの有用性の検討

洲崎　勲夫 耳鼻咽喉科 日本学術振興会

微小環境におけるイソ酪酸の癌免疫応
答作用機序の解明

村山　正和 耳鼻咽喉科 日本学術振興会

HPVワクチン接種後の血清抗体：発症
予防抗体価と持続期間の検討

松本　光司 産婦人科 日本学術振興会

妊娠高血圧腎症発症のメカニズムの解
析：妊娠初期の胎盤のエピゲノム異常
の解明

川嶋　章弘 産婦人科 日本学術振興会

HPVワクチンの有効性：ブレイクスルー
症例の解析

小貫　麻美子 産婦人科 日本学術振興会

ゲノム異常を用いた子宮体癌のリンパ
節転移を術前に予測する機械学習モ
デルの構築

朝見　友香 産婦人科 日本学術振興会

妊婦血漿中cfDNAのゲノム解析データ
を用いた周産期予後の評価法の開発

関沢　明彦 産婦人科 日本学術振興会

喘息患者における広域周波オシレー
ション法での呼吸抵抗に基づいた新規
治療法の探求

宮田　祐人 呼吸器・アレルギー内科 日本学術振興会

気道上皮角層蛋白発現と気道上皮バリ
アー機能を改善する新規喘息治療法
の開発

井上　英樹 呼吸器・アレルギー内科 日本学術振興会

COPD患者におけるフレイル発症・進行
因子の特定

平井　邦朗 呼吸器・アレルギー内科 日本学術振興会

シミュレーションシステムによる反復学
修はアナフィラキシーへの対応能力を
向上させる

鈴木　慎太郎 呼吸器・アレルギー内科 日本学術振興会

熱中症における熱産生調節機構の解
明と予防戦略の確立

鈴木　恵輔 救命救急科 日本学術振興会

転倒から急性疾病を見抜く救急外来向
けチェックリストの開発と検証：AI応用へ
の挑戦

垂水　庸子 救急診療科 日本学術振興会

神経ペプチドPACAPの熱中症による全
身および神経炎症抑制機構の解明

土肥　謙二 救命救急科 日本学術振興会

熱中症・敗血症(全身性炎症)における
急性期～中長期の神経・液性シグナル
連関の解明

宮本　和幸 救命救急科 日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

周術期のための遠隔プレハビリテー
ションシステムの開発とその効果検証

笠井　史人 リハビリテーション科 日本学術振興会

（様式第3）



700,000 補

委

1,300,000 補

委

1,000,000 補

委

400,000 補

委

900,000 補

委

500,000 補

委

1,200,000 補

委

100,000 補

委

600,000 補

委

2,000,000 補

委

400,000 補

委

700,000 補

委

1,400,000 補

委

300,000 補

委

2,100,000 補

委

855,205 補

委

500,000 補

委

11,900,000 補

委

900,000 補

委

700,000 補

委

1,200,000 補

委

1,300,000 補

委

700,000 補

委

300,000 補

委

早期社会復帰に向けた嚥下訓練支援
アプリ使用によるQOLおよび全身・嚥
下機能の変化

田下　雄一 頭頸部腫瘍センター 日本学術振興会

終末糖化産物を標的としたフレイルに
対する包括的な治療手段の開発

大坂　直也 糖尿病・代謝・内分泌内科 日本学術振興会

糖尿病心筋症の新たな治療法の開発-
終末糖化産物阻害アプタマーを用いた
解析

福井　智康 糖尿病・代謝・内分泌内科 日本学術振興会

高齢者の手術リスクを可視化する：合併
症予測モデルを基軸とした最適な術式
選択

石川　紘司 整形外科 日本学術振興会

損傷脊髄に生着しやすい骨髄間葉系
幹細胞の特性化と予見的選択法の開
発

平泉　裕 整形外科 日本学術振興会

首下がり症の病態解明と治療戦略の確
立

工藤　理史 整形外科 日本学術振興会

「骨の質」を基盤とした術後合併症予測
モデルの国際展開

石川　紘司 整形外科 日本学術振興会

脊椎術後骨量減少の診断・治療法の
確立

岡野　市郎 整形外科 日本学術振興会

髄鞘を標識した遺伝子改変メダカを用
いた骨折治癒過程における髄鞘の動
態解明

百々　悠介 整形外科 日本学術振興会

iPS細胞から誘導した腹膜中皮細胞移
植治療の有用性の検討

加藤　憲 腎臓内科 日本学術振興会

慢性腎臓病の栄養障害・サルコペニア
の発症・進展とエピゲノム異常の関係

本田　浩一 腎臓内科 日本学術振興会

CKDのリン代謝異常による新規臓器毒
性の探究

溝渕　正英 腎臓内科 日本学術振興会

少子化対策としての心停止下提供子
宮移植普及へ向けた基礎研究（動物実
験モデル）

加藤　容二郎 腎移植センター 日本学術振興会

より安全な低侵襲下手術を目的とした
エネルギーデバイスによる熱損傷の検
証

大塚　耕司 食道がんセンター 日本学術振興会

終末糖化産物測定による新たな食道
癌手術侵襲評価マーカーの開発

山下　剛史 食道がんセンター 日本学術振興会

肝腫瘍に対する肝表層血管構造のAI
診断に基づくリアルタイム解析システム
の開発

松田　和広 消化器・一般外科 日本学術振興会

消化器癌における術中リアルタイムが
ん診断自動解析システムの新規開発

青木　武士 消化器・一般外科 日本学術振興会

アミノ基付加DLCコーティング人工血管
開発と、官能基がDLCに及ぼす効果の
検討

堀尾　直裕 小児心臓血管外科 日本学術振興会

先天性心疾患における術後リンパ管合
併症の発症予測と早期診断法の確立
に関する研究

喜瀬　広亮 小児循環器内科 日本学術振興会

非造影MRIよる先天性心疾患患者のリ
ンパ管の形態評価に関する研究

加藤　真理子 小児循環器内科 日本学術振興会

3Dプリンティングによる動脈管ステント
留置最適化アルゴリズムの構築

藤井　隆成 小児循環器内科 日本学術振興会

異なる生活環境における腸内細菌叢の
違いに着目したアレルギー疾患発症因
子の解明

岡田　祐樹 小児科 日本学術振興会

鶏卵アレルギー経口免疫療法の舌下
免疫療法併用効果に関するランダム化
対照比較試験

今井　孝成 小児科 日本学術振興会

早産児に対する亜鉛早期補充の臨床
的検討

宮沢　篤生 小児科 日本学術振興会



300,000 補
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妊婦血中遊離核酸を標的とした診断ゲ
ノミクス技術レパートリーの確立

関沢　明彦 産婦人科 国立研究開発法
人国立成育医療

研究センター

臨床病期I-IVA（T4を除く）胸部上中部食道
扁平上皮癌に対する予防的鎖骨上リンパ節
郭清省略に関するランダム化比較試験

大塚　耕司 食道がんセンター
日本医療研究開

発機構

切除不能局所進行食道癌に対する標準治
療確立のための研究

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

脂肪肝関連疾患にともなう動脈硬化性心血管疾患
の二次・三次予防に資するヘルスケアサービスの
指針策定およびシステム開発に関する研究

木庭　新治 循環器内科
日本医療研究開

発機構

高齢者初発膠芽腫に対する分子分類に応
じたテモゾロミド併用寡分割放射線治療の
最適化に関する研究開発

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放
射線治療線量増加ランダム化比較試験

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

頭頸部癌化学放射線療法における予防領
域照射の線量低減に関するランダム化比較
試験

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

ARXポリアラニン伸長変異によるウエスト症
候群の病態解明

加藤　光広 小児科
日本医療研究開

発機構

重症化ゼロを目指したスギ・ヒノキ花粉症に
対するアレルゲン免疫療法の開発

平野　康次郎 耳鼻咽喉科
日本医療研究開

発機構

下部直腸癌に対するtotal neoadjuvant 
therapy（TNT）および watch and wait 
strategyの第II/III相単群検証的試験

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

直腸癌局所再発に対する標準治療確立の
ための研究開発

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

小児用医療機器開発を推進する環境整備
に関する研究

藤井　隆成 小児循環器内科学
日本医療研究開

発機構

局所切除後の垂直断端陰性かつ高リスク下部直
腸粘膜下層浸潤癌（pT1癌）に対するカペシタビン
併用放射線療法の単群検証的試験（JCOG1612）

伊藤　芳紀 放射線治療科
日本医療研究開

発機構

細胞およびマウスモデルを用いたRhoBTB2
関連神経発達症の分子病態解明と疾患概
念の確立

加藤　光広 小児科
日本医療研究開

発機構

ナッツ類アレルギーの診断精度向上のため
の新規アレルゲンコンポーネントの開発

今井　孝成 小児科
日本医療研究開

発機構

日・リトアニアにおける遺伝性乳癌の遺伝学
的特徴の比較検討及び乳房MRIによる早期
乳癌の検出能に関する研究

中村　清吾 乳腺外科
日本医療研究開

発機構

思春期女性へのHPVワクチン公費助成開
始後における子宮頸癌のHPV16/18陽性割
合の推移に関する疫学研究

松本　光司 産婦人科
日本医療研究開

発機構

妊娠高血圧症候群における脳脊髄液
の比重変化と脊髄くも膜下麻酔範囲へ
の影響

細川　幸希 麻酔科 日本学術振興会

新MRI解析方法NODDIを活用した全
脳照射後における認知機能低下の原
因探索

豊福　康介 放射線治療科 日本学術振興会

AIを活用した食道がん術後再発に対
する放射線治療の効果予測

加藤　正子 放射線治療科 日本学術振興会

ストレス誘導性口腔内細菌叢のバラン
ス異常に対する唾液メラトニンの影響の
解明

菊池　真理子 病院歯科 日本学術振興会

シングルセル解析を用いた全身性強皮
症新規標的分子の解析

雷　小峰 皮膚科 日本学術振興会

化学療法誘因性末梢神経障害への冷
却療法に対する血流スコープ評価と新
規治療法の開発

松井　祐輝 泌尿器科 日本学術振興会

乳癌術前化学療法後の腫瘍修復を標
的とした新規手術・診断システムの開
発

垂野　香苗 乳腺外科 日本学術振興会

原発乳癌リンパ節転移陽性患者におけ
る術前化学療法後腋窩郭清省略の多
施設共同研究

林　直輝 乳腺外科 日本学術振興会
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食物経口負荷試験の標準的施行方法
の確立と普及を目指す研究

鈴木　慎太郎 呼吸器・アレルギー内科 厚生労働省

学校・保育所等におけるアレルギー疾患を有する
こどもの安心・安全・生き生きとした活動を保証する
生活管理指導表の運用・管理体制向上をめざす
研究

今井　孝成 小児科 厚生労働省

持続可能な周産期医療と医療機関の
役割分担を目的とした周産期医療圏の
全国実態把握調査

関沢　明彦 産婦人科 厚生労働省

稀少てんかんの診療指針と包括医療
の研究

加藤　光広 小児科 厚生労働省

指定難病の普及・啓発に向けた包括的
研究

加藤　光広 小児科 厚生労働省

出生前検査に関する情報提供体制、
遺伝カウンセリング体制、支援体制の
構築のための研究

白土　なほ子 産婦人科 こども家庭庁

基礎疾患を持つ方に対するプレコンセ
プションケアの情報提供の充実のため
の研究

長村　杏奈 糖尿病・代謝・内分泌内科 こども家庭庁

ドナーミルクを必要とする児に普及する
ために必要なエビデンスを構築するた
めの研究

水野　克己 小児科 こども家庭庁

HTLV-1キャリア妊産婦の支援体制の
構築に関する研究

小出　馨子 産婦人科 こども家庭庁

出生前検査に関する情報提供体制、
遺伝カウンセリング体制、支援体制の
構築のための研究

小出　馨子 産婦人科 こども家庭庁

HTLV-1キャリア妊産婦の支援体制の
構築に関する研究

宮沢　篤生 小児科 こども家庭庁

出生前検査に関する情報提供体制、
遺伝カウンセリング体制、支援体制の
構築のための研究

関沢　明彦 産婦人科 こども家庭庁

生殖・周産期に係る倫理的・法的・社会
的課題(ELSI：Ethical, Legal and Social 
Issues）の検討のための研究

関沢　明彦 産婦人科 こども家庭庁

HTLV-1キャリア妊産婦の支援体制の
構築に関する研究

関沢　明彦 産婦人科 こども家庭庁

高精度放射線治療の実施体制の確立
と医療安全に関する研究

伊藤　芳紀 放射線治療科 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

成人固形がんに対する標準治療確立
のための基盤研究

伊藤　芳紀 放射線治療科 国立研究開発法
人国立成育医療

研究センター
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報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載され
たものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の
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文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

別紙のとおり

 「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、また
はet al.とする。
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当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判
断される主なものを記入すること。

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資す
るものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するの
ではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。
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      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）
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出版年月等
論文種別

1
Fukuda Yosuke, 
Hayashi Hidenori, 
Sagara Hironori

呼吸器・アレルギー内科
COVID-19-Induced Eosinophilic Lower Airway Inflammation 
in Those With Multiple COVID-19 Vaccinations

Cureus. 2023 May 1;15(5):e38368. 
(オンライン)

Case Reports

2
Fukuda Yosuke, 
Mochizuki Kaoru, 
Ijichi Miharu, et al.

呼吸器・アレルギー内科
Efficacy of Additional Corticosteroids After Dexamethasone 
Treatment for Moderate to Severe COVID-19: An 
Observational Study

Cureus. 2023 Aug 9;15(8):e43179. 
(オンライン)

Journal 
Article

3
Fukuda Yosuke, 
Homma Tetsuya, 
Sagara Hironori

呼吸器・アレルギー内科 Clinical inertia in asthma
NPJ Prim Care Respir Med. 2023 
Oct 14;33(1):34. (オンライン)

Review

4
Fukuda Yosuke, 
Horita Nobuyuki, Aga 
Masaharu, et al.

呼吸器・アレルギー内科
Efficacy and safety of macrolide therapy for adult asthma: 
A systematic review and meta-analysis

Respir Investig. 2024 
Mar;62(2):206-215.

Journal 
Article

5
Hirai Kuniaki, Tanaka 
Akihiko, Oda 
Naruhito, et al.

呼吸器・アレルギー内科
Prevalence and Impact of Social Frailty in Patients with 
Chronic Obstructive Pulmonary Disease

Int J Chron Obstruct Pulmon Dis. 
2023 Sep 25;18:2117-2126. (オンラ
イン)

Journal 
Article

6
Ijichi M, Fukuda Y, 
Kashima A, et al. 呼吸器・アレルギー内科

Endobronchial Metastases in Lung Cancer Harboring EML4-
ALK Rearrangement

Intern Med. 2023 Jul 
1;62(13):2021-2022. (オンライン)

Case Reports

7
Tanaka Akihiko, 
Takahashi Mai, Fukui 
Ayako, et al.

呼吸器・アレルギー内科
Oral Corticosteroid Reduction Between Biologics Initiated 
and Non-Initiated Patients with Severe Asthma

J Asthma Allergy. 2023 Aug 
14;16:839-849. (オンライン)

Journal 
Article

8
Yamamoto Shigenori, 
Matsui Hiroki, Fujioka 
Haruka, et al.

呼吸器・アレルギー内科

Predictors of improvement of radial-endobronchial 
ultrasonography findings from "adjacent to" to "within" in 
endobronchial ultrasonography using a guide sheath: a 
retrospective cohort study

J Thorac Dis. 2024 Jan 
30;16(1):264-272.

Journal 
Article

9

Takei Hidefumi, 
Kunitoh Hideo, 
Wakabayashi 
Masashi, et al.

呼吸器外科
Prospective, Multi-Institutional Observational Study of 
Deterioration in Activities of Daily Living in Elderly Patients 
After Lung Cancer Surgery

JTO Clin Res Rep. 2023 Jul 
17;4(8):100550. (オンライン)

Journal 
Article

10
Enami Yuta, Aoki 
Takeshi, Tomioka 
Kodai, et al.

消化器・一般外科
Optimal Timing of Laparoscopic Cholecystectomy After 
Conservative Therapy for Acute Cholecystitis

Cancer Diagn Progn. 2023 Sep 
3;3(5):571-576. (オンライン)

Journal 
Article

11
Hirai Takahito, Aoki 
Takeshi, Sasamoto 
Suguru, et al.

消化器・一般外科
Simple classification system for predicting the difficulty 
level of laparoscopic cholecystectomy

Showa Univ J Med Sci. 
2024.03;36(1):16-24. (オンライン)

Journal 
Article

12

Inoki Kazuya, 
Takamaru Hiroyuki, 
Furuhashi Hiroto, et 
al.

消化器・一般外科
Management of colorectal high-grade dysplasia or cancer 
resected by cold snare polypectomy: a multicenter 
exploratory study

J Gastroenterol. 2023 
Jun;58(6):554-564.

Journal 
Article

13

Katagiri Atsushi, 
Suzuki Norihiro, 
Nakatani Shinya, et 
al.

消化器・一般外科

Submucosal Injection Using Epinephrine-Added Saline in 
Cold Snare Polypectomy for Colorectal Polyps Shortens 
Time Required for Resection: A Randomized Controlled 
Study

Cureus. 2023 May 17;15(5):e39164. 
(オンライン)

Journal 
Article

14

Matsuda Kazuhiro, 
Aoki Takeshi, 
Watanabe Makoto, et 
al.

消化器・一般外科
Comparison of Endotoxin Activity Assay and Various 
Biomarkers for Severity Assessment in Colorectal 
Perforation Patients

Am Surg. 2023 Jun;89(6):2854-
2856. (オンライン)

Journal 
Article

15
Mochizuki Kiyotaka, 
Aoki Takeshi, Kusano 
Tomokazu, et al.

消化器・一般外科
Laparoscopic Resection of a Hepatic Epithelioid 
Angiomyolipoma Revealed by Indocyanine Green 
Fluorescence Imaging

Am Surg. 2023 May;89(5):2061-
2063. (オンライン)

Case Reports

16
Tashiro Yoshihiko, 
Aoki Takeshi, 
Kobayashi Nao, et al.

消化器・一般外科
Color-coded laparoscopic liver resection using artificial 
intelligence: A preliminary study

J Hepatobiliary Pancreat Sci. 2024 
Feb;31(2):67-68.

Journal 
Article

17
Tashiro Yoshihiko, 
Aoki Takeshi, Kusano 
Tomokazu, et al.

消化器・一般外科
Simultaneous tumor identification, cholangiography, and 
securing surgical margin for recurrence of hepatocellular 
carcinoma using the Medical Imaging Projection System

Surg Oncol. 2023 Jun;48:101938. 
(オンライン)

Case Reports

18
Tomioka Kodai, Aoki 
Takeshi, Matsuda 
Kazuhiro, et al.

消化器・一般外科
Clinical Treatment of Perioperative Disseminated 
Intravascular Coagulation in Patients Who Underwent 
Gastrointestinal and Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery

Am Surg. 2023 Apr;89(4):907-913. 
(オンライン)

Journal 
Article

19
Tomioka Kodai, Aoki 
Takeshi, Kobayashi 
Nao, et al.

消化器・一般外科
Development of a Novel Artificial Intelligence System for 
Laparoscopic Hepatectomy

Anticancer Res. 2023 
Nov;43(11):5235-5243.

Journal 
Article

20
Tomioka Kodai, Aoki 
Takeshi, Tashiro 
Yoshihiko, et al.

消化器・一般外科
Laparoscopic Anatomical Liver Resection Using Liver 
Mapping of Incidental Indocyanine Green Fluorescence due 
to Cholestasis

Anticancer Res. 2023 
Dec;43(12):5583-5588.

Others

21
Chino Saori, 
Mochizuki Yasuhide, 
Mizuma Keita, et al.

循環器内科
Reply to 'patent foramen ovale device closure for patients 
with stroke and high-risk PFO morphology'

Heart Vessels. 2023 
Jun;38(6):871-872.

Letter

2　論文発表等の実績
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整形外科
Thoracic Spondylitis Associated with Sepsis and 
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Report
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整形外科
Corrective Osteotomy of Malunited Forearm Fractures for 
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Adjunctive intraosseous wiring fixation technique for the 
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putative nociceptive response in spinal cord preparations 
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リハビリテーション科
Relationship between sacral-abdominal wall distance, 
movement performance, and spinal alignment in 
osteoporosis: a retrospective study
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12;24(1):252. (オンライン)
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Pregnancy- and lactation-associated osteoporosis in the 
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randomized controlled trial
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odor recognition in the elderly
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Eosinophilic granulomatosis with polyangiitis developed 
after dupilumab administration in patients with eosinophilic 
chronic rhinosinusitis and asthma: a case report
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Case Report
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A case of apple-dependent, exercise-induced anaphylaxis 
with sensitization to gibberellin-regulated proteins
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treated by presurgical lenvatinib plus pembrolizumab
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report
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

①審査機関（委員会）の審査範囲及び申請書類提出窓口について 

②審査申請のための事前準備について 

③審査申請に必要とされる書類について 

④申請書類の作成について（参照すべき指針を含む） 

⑤申請から審査・承認までの流れについて 

⑥申請から研究実施までのフローチャート 

⑦研究計画の経過報告及び終了報告について 

⑧重篤な有害事象及び不具合への対応について 

⑨研究計画伴って発生した苦情の窓口について 

⑩昭和大学における人を対象とする研究等に関する倫理委員会に関する問い合わせ先について 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 24 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

①利益相反の定義 

②利益相反マネジメントの対象者 

③利益相反マネジメントの対象範囲 

④利益相反委員会について 

⑤利益相反審議等について 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 25 回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 1 回 

 ・研修の主な内容 

（１）最新のトピックス 

・倫理指針変更のポイント 
・個人情報保護の改正 
・昭和大学の臨床研究電子申請システムについて 

（２）研究倫理に関する重要事項 

2-1研究に関わる不正行為 
2-2研究者等の基本的な責務 
2-3臨床研究の倫理原則 
2-4インフォームド・コンセント 
2-5研究計画の原則 
2-6データの採取・収集について 

（３）臨床研究の審査申請に関する説明 

3-1臨床研究の区分 
3-2第三者による倫理審査 
3-3昭和大学における倫理審査体制/倫理審査受付システムの変更 
3-4利益相反（COI）の管理 
3-5定期報告・終了報告 
3-6研究試料・情報の保管 

（４）昭和大学の研究（支援）体制の説明 

4-1【昭和大学統括研究推進センター 
（SURAC：Showa University Research Administration Center）】の体制について 
4-2臨床研究アドバイザーについて 
4-3SURACのデータ管理室業務 
 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

臨床研修修了後、各診療科において本学の特色である「チーム医療」を活かした専門的な研修を 

行っている。 

特に内科部門においては、内科研修医制度を独自に制度化している。臨床研修修了後の3年目に 

内科系診療科を目指す者は、1年間内科学講座に所属して日本内科学会の認定内科医資格を取得 

出来るように資格取得条件としている18症例全ての内容を各領域の診療科長から評価してもらっ

ている。症例不足分野に関しては必要な診療科でのローテートを義務付けており、臨床研修期間

を含めた3年間で内科領域に精通し、なおかつ専門分野の知識を有した人材の育成に努めている。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        194  人  

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

田中 明彦 
呼吸器・アレル

ギー内科 

准教授 27年  

矢嶋 宜幸 
リウマチ・膠原

病内科 

教授 25年  

山岸 昌一 
糖尿病・代謝・

内分泌内科 

教授 35年  

本田 浩一 腎臓内科 教授 32年  

吉田 仁 消化器内科 教授 38年  

服部 憲路 血液内科 教授 21年  

新家 俊郎 循環器内科 教授 31年  

角田 卓也 腫瘍内科 教授 35年  

時松 一成 感染症内科 教授 33年  

横山 和彦 緩和医療科 准教授 34年  

武井 秀史 呼吸器外科 教授 31年  

青木 淳 心臓血管外科 教授 39年  

青木 武士 消化器・一般外科 教授 30年  

五藤 哲 食道外科 准教授 15年  

林 直輝 乳腺外科 教授 24年  

渡井 有 小児外科 教授 33年  

水谷 徹 脳神経外科 教授 39年  

工藤 理史 整形外科 教授 23年  

笠井 史人 
リハビリテーシ

ョン科 

教授 33年  

髙木 信介 形成外科 准教授 22年  

関沢 明彦 産婦人科 教授 34年  

水野 克己 小児科 教授 36年  

嶋根 俊和 耳鼻咽喉科 教授 28年  

猪又 直子 皮膚科 教授 30年  

深貝 隆志 泌尿器科 教授 38年  

扇谷 芳光 放射線科 教授 29年  



伊藤 芳紀 放射線治療科 教授 29年  

大江 克憲 麻酔科 教授 34年  

小谷 透 集中治療科 教授 37年  

土肥 謙二 救命救急科 教授 37年  

垂水 庸子 救急診療科 准教授 23年  

矢持 淑子 臨床病理診断科 教授 33年  

山口 麻子 病院歯科 講師 29年  

富田 英 小児循環器内科 特任教授 45年  

宮原 義典 
小児心臓血管外

科 

教授 25年  

村上 秀友 脳神経内科 教授 25年  

恩田 秀寿 眼科 教授 24年  

髙塩 理 精神神経科 准教授 26年  

相良 博典（代） 東洋医学科 教授 36年  

岡 秀一郎 歯科麻酔科 准教授 41年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

＜全職員＞  

1.急病者未然防止システム 
2.活用しよう！ポケットマニュアル 
3.①生体情報モニタのアラーム②除細動器取扱い 
4.画像診断報告書等の確認不足への取り組みについて 
5.除細動器基礎編 生体情報モニタ一時退床と運用について 
6.診療用放射線の安全利用のために 
7.医療安全管理体制 
8.医療ガス研修会 
9.医薬品安全管理講習会(副作用報告) 
10.活用しよう ポケットマニュアル 
11.抗菌薬の適正使用 
12.高度耐性菌のリスクと感染対策について 
13.内服抗菌薬の適正使用 

＜臨床検査室＞ 

1.新入職員研修会 
2.階層別研修会 
3.外部精度管理報告会 
4.部内勉強会  

＜臨床工学室＞ 

1.医療機器定期講習会 
2.新人看護師研修会 
3.ローカル講習会 
4.医療機器新規導入時研修会 

＜放射線技術部＞ 

1.防災講義 

2.ルミネスバッジ着用者教育訓練 

3.放射線治療関連機器安全使用のための定期研修 

4.ヨウ素125密封小線源治療による前立腺永久挿入治療に係る安全取り扱いの教育訓練 

5.放射線技術部研修会 

6.造影剤取り扱い研修会（ヨード造影剤、ガドリニウム造影剤） 

7.MRI実地訓練 

8.CT・MRI造影剤副作用訓練 

＜薬剤部＞ 

1.新規採用薬研修 

2.薬物療法セミナー 

3.新任薬剤師（臨床研修薬剤師）研修 



＜看護部＞ 

1.新人看護師研修会 
2.プリセプター研修 
3.チームリーダー研修 
4.新人教育責任者研修 
5.卒後2年目研修 
6.看護師既卒入職者・中途採用者・学内異動研修（感染・医療安全含む） 
7.ナースヘルパー研修（看護補助者対象） 
8.ナースヘルパー研修（看護師対象） 
9.クリニカルラダー別研修（eラーニングを除く） 
10.新任係長研修 
11.師長研修 

 

 ・研修の期間・実施回数 

＜全職員＞  

eラーニング：年１回 

＜臨床検査室＞ 

1.半日、年1回 
2.①半日②1日、年2回 
3.1.5時間、年2回 
4.1時間、年2回 

＜臨床工学室＞ 

1.eラーニング・年2回 
2.1日・年2回 
3.1日・年8回 
4.1日・年68回 

＜放射線技術部＞ 

1.1日・1回 

2.eラーニング：年1回 

3.1日：2回 

4.1日・eラーニング：1回 

5.1日：年12回 

6.1日：年2回 

7.1日：33回 

8.1日：年2回 

＜薬剤部＞ 

1.eラーニング・年6回 

2.eラーニング・年6回 

3.eラーニング・年36回 

 

 

 



＜看護部＞ 

1. 1日・年14回、半日・年5回、135分・年1回、120分・年2回、90分・年2回、 
80分・年1回 

2. 半日・年1回、1時間・年3回 
3. 1時間・年4回 
4. 半日・年1回 
5. 半日・年1回 
6. 1日・年1回 
7. 1日・年1回 
8. 年1回 
9. 年35回 
10. 年1回 
11. 半日・年1回 

 

 ・研修の参加人数 

＜全職員＞ 

参加人数2,000人 

＜臨床検査室＞ 

1.10名 
2.①24名②75名 
3.①48名②52名 
4.①41名②57名 

＜臨床工学室＞ 

1.4163名 
2.257名 
3.187名 
4.425名 

＜放射線技術部＞ 

1.30名 

2.698名（医師271名、看護師343名、医学物理士1名、診療放射線技師60名、臨床工学士23名） 

3.72名（医師12名、看護師6名、医学物理士1名、診療放射線技師53名） 

4.4名 

5.284名(5/2：26名、6/6：30名、6/16：8名、8/1：28名、8/2：13名、9/5：28名、9/22:24名

、10/3：17名、12/5：27名、1/9：27名、2/7：28名) 

6.51名（8/15：27名、8/21：24名）  

7.283名（看護師283名） 

8.72名（医師4名、看護師13名、診療放射線技師17名） 

＜薬剤部＞ 

1.74名 

2.74名 

3.8名 

 



＜看護部＞ 

1.131名 
2.131名 
3.93名 
4.27名 
5.60名 
6.80名 
7.93名 
8.1067名 
9.921名 
10.15名 
11.31名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

＜放射線技術部＞ 

1.統括放射線技術部階層別ワークショップ（部長・課長、係長、主査） 

 ・研修の期間・実施回数 

＜放射線技術部＞ 

1.1日・3回 

 ・研修の参加人数 

＜放射線技術部＞ 

1.12名（部長・課長：2名、係長：5名、主査：5名） 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注)1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注)2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施 

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門 

的な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に 

勤務する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 相良 博典 

  管理担当者氏名 管理課長 山口 義隆、クオリティマネジメント課長 浅川 悦久 
医事入院課長 田邉 聡、医事外来課長 布村 順一 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る

事
項 

病院日誌 管理課 2018年より診療記録は
電子カルテ化されてお
り、ペーパーレス運用と
なっている。電子カルテ
の情報は医療情報室に
申請手続きをしないと
抽出できない運用とな
っており、個人情報は原
則的に付与されないこ
ととなっている。 
また紙カルテ・フィルム
は、外部委託倉庫に保管
しており、貸出・閲覧時
には院外持ち出しを禁
止としている。 

各科診療日誌 管理課 
処方せん 電子カルテ 
手術記録 電子カルテ 
看護記録 電子カルテ 
検査所見記録 電子カルテ 
エックス線写真 電子カルテ 
紹介状 電子カルテ 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

電子カルテ 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲

げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿   
高度の医療の提供の実績 医事入院課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事入院課 

高度の医療の研修の実績 管理課 
閲覧実績 管理課、クオリティマネ

ジメント課、医事入院課
、医事外来課 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事外来課、医事入院課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

患者数：医事課 
調剤数：薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

各診療科、部門、病棟、
外来、検査室の医療安全
対策基本マニュアル内
に保管 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部門 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部門 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部門 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

電子カルテ内・各部署の
院内感染防止対策基本
マニュアル内に保管 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染管理部門 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染管理部門 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染管理部門 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療安全管理部門及び 
薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療安全管理部門及び 
薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療安全管理部門及び 
薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療安全管理部門及び 
薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療安全管理部門及び 
臨床工学室 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療安全管理部門及び 
臨床工学室 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療安全管理部門及び 
臨床工学室 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療安全管理部門及び 
臨床工学室 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部門  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染管理部門 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全管理部門及
び薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

診療録管理室 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

診療録管理室 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部門 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療安全管理部門 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療安全管理部門及
び薬剤部 

監査委員会の設置状況 医療安全管理部門 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部門 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部門 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理部門 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全管理部門 

職員研修の実施状況 医療安全管理部門 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全管理部門 

管理者が有する権限に関する
状況 

管理課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

管理課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

管理課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての 
管理方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについ 
ても記載すること。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

　閲覧の手続の概要 　

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

管理課長　山口　義隆
クオリティマネジメント課長　浅川　悦久
医事入院課長　田邉　聡
医事外来課長　布村　順一

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

病院長宛ての依頼文書に基づき、担当部署から依頼者へ手続き等の連絡を行い、閲覧を許可する

　閲覧責任者氏名 病院長　相良博典

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

管理課、クオリティマネジメント課、医事入院課、医事
外来課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ②．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
    有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1.目的 
2.基本的な考え方 
3.適用範囲 
4.主管部署 
5.医療安全に係る職員の責務 
6.用語の定義 
7.医療安全管理のための体制確保 
8.医療安全に係る管理者の配置 
9.インシデント・アクシデントの院内報告制度 
10.インシデントの対応 
11.医療事故(アクシデント)の対応 
12.インシデント・アクシデントの分析や症例検討の実施およびその対策・実行・評価 
13.医療安全管理に係る研修について 
14.医療従事者と患者との間の情報共有に関する基本方針 
15.医療安全情報の非開示 
16.患者からの相談への対応 
17.その他医療安全の推進に必要な基本方針 
18.医療安全体制の監査 
19.高難度新規医療技術、未承認新規医薬品等の導入 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

1.医療安全のガバナンス体制の管理及び維持･向上のため必要な情報収集、 
分析、企画･立案、実行･周知及び評価･改善 

2.医療の質の維持･向上並びに、医療事故等の防止、安全管理のための指針の 
整備 

3.医療の質の維持･向上並びに、医療事故等の防止、安全管理のためのマニュ 
アル等の整備 

4.重大な医療事故等が発生した場合には速やかに調査を行い、原因の究明 
（分析）及びその対応（改善策の実施）を行う。その対応についての職員周知 

5.前項(4)において実施された対応について必要に応じて調査と見直し 
6.医療事故等の院内報告制度の整備 
7.医療事故調査制度に係る対象事例の判断 
その他、医療事故に関するすべて(訴訟も含む)の事項を検討し、適切かつ速や
かな対策の検討 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年9回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

1.急病者未然防止システム 
2.活用しよう！ポケットマニュアル 
3.①生体情報モニタのアラーム②除細動器取扱い 
4.画像診断報告書等の確認不足への取り組みについて 
5.除細動器基礎編 生体情報モニタ一時退床と運用について 
6.診療用放射線の安全利用のために 
7.医療安全管理体制 
8.医療ガス研修会 
9.医薬品安全管理講習会(副作用報告) 
受講対象者：2,000人 受講者数：2,000人 受講率100％ 

 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

各部署内でインシデント、アクシデント事例は、各部署の所属長、セーフテ
ィーマネジャー及び関係者による分析、改善策が検討されインシデント及び
状況報告書で医療安全管理部門に報告される。医療安全管理部門としては、
報告されたインシデントレポートは医療安全管理者が全件閲覧し、患者に与
えた影響度、発生頻度、組織としての対応や情報共有の必要性を考慮し、カ
テゴリーに分類して抽出する。事例によっては、医療安全主導で症例検討会
(年30件程度)を開催し、また年2回程度M＆Mカンファレンスも開催し、イン
シデント防止を目的とした運用案を立案する。その結果は医療安全管理・対
策委員会に報告される。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1.基本的な考え方 
2.病院感染防止の体制確保 
（委員会・部門・ICT・ASTの設置、神瀬管理者・感染ﾘﾝｸﾄﾞｸﾀｰ・感染ﾘﾝｸﾅｰｽの配置） 
3.病院感染等の院内報告制度 
4.病院感染等の発生時の対応 
5.職員教育（職員研修の実施） 
6.その他感染防止対策の推進のために必要な基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

1.医療関連感染に関する対策の決定と原因分析、調査 
2.職業感染予防に関連した安全機材や個人防護具の選定、ﾜｸﾁﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの推進、接触者検診の検討 
3.病院内で発生した感染症と薬剤耐性菌、職員の針刺し事例について報告 
4.ICT環境ラウンドﾞとAST(抗菌薬適正使用支援チーム)ラウンド実施と改善状況の報告 
5.講習会の開催案内 
6.マニュアル、指針、委員会規程の見直しと改訂について検討 
7.厚生労働所や東京都からの法令改定、通知、感染症情報の共有 
8.アウトブレイク発生時の要因調査と分析、感染予防策の立案、情報共有 
9.相互ラウンドや地域連携カンファレンスの報告 
10手洗いキャンペーンの実施 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年4回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

1.活用しよう ポケットマニュアル 
2.抗菌薬の適正使用 
3.高度耐性菌のリスクと感染対策について 
4.内服抗菌薬の適正使用 
受講対象者：2,000人 受講者数：2,000人 受講率：100％ 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
 ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （有・無 ） 

医師や看護師、病院内で勤務する者は、患者や職員の感染症発生時または感染症が疑われる 
場合、感染管理部門に連絡する。感染管理部門は情報収集と感染予防策の確認や指導、検討を
行い、拡大予防と原因の調査を行う。これらの情報をまとめ、毎月院内感染防止対策委員会で
事例と対策の実施状況を報告し、情報共有を行う。アウトブレイクと判断した場合は東京都福
祉保健局と管轄保健所、私立医科大学病院感染対策協議会事務局に報告と相談を行う。 

   
・ その他の改善のための方策の主な内容： 

サーベイランスを実施し感染症や薬剤耐性菌の検出率、手指衛生の遵守率、手指消毒薬の使用
状況のベースラインを把握する。感染症発生の早期発見と感染予防策の改善に役立てている。
また、定期的に環境ラウンドや抗菌薬適正使用ラウンドを行い、改善支援やプロセス評価、ア
ウトカム評価とフィードバックを継続している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る
措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 1 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

医薬品副作用の報告制度およびその方法について（eラーニング） 
受講対象者：2000名（受講率 100%） 

 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

週に一度、病院管理者と医療安全の各担当者による巡視を実施。巡視の時に手順書の内容に
沿ったチェックリストを使用し、実施状況を確認。問題があればその場でフィードバックを
行っている。問題点は1週間後に再度改善状況を確認している。また病棟担当薬剤師による上
記チェックリストに沿った確認を月に１度実施し、その結果を医薬品安全管理責任者が確認
している。 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
   〈未承認薬〉：くも膜下フェノールブロック（フェノールグリセリン） 
   〈適応外使用〉：難治性自己免疫性肝炎に対するミコフェノール酸モフェチルの使用 
           マイトマイシンの点眼による悪性腫瘍の治療 
           静脈奇形に対するポリドカノールによる硬化療法  など 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

      ①プラザキサカプセルに重大な副作用（食道潰瘍、食道炎）が追記されたのに伴い、薬袋に
服用時の注意コメントを追記。 

      ②脳領域におけるエフィエント錠の用法、用量について適正使用のお願いを医師に伝達する
と共に処方箋上にチェックボックスを設け、監査時に確認することとした。 

 
        など 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 120 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・医療機器定期講習会 
・eラーニング①（除細動器基礎編）1回 
・eラーニング②(生体情報モニタアラーム、除細動器操作方法) 1回 
・新人看護師研修会 2 回 
・ローカル講習会 8 回 
・医療機器新規導入時研修会 68回 

  ・その他 40 回 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

・メーカー推奨の定期点検 
  ・人工心肺装置及び補助循環装置 
  ・人工呼吸器 
  ・血液浄化装置 
  ・除細動器 
  ・閉鎖式保育器 など 

 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・PMDA及びメーカーからの安全性情報の収集 
  ・医療機器安全NEWSの発行 
  ・医療機器安全管理責任者による定期巡視 

 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び

医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
院内および院外における医療安全管理情報の把握と各医療安全関係管理者への指示・監督を行っ 
ている。原則毎週、医療安全管理部門員で集まり、合併症報告やインシデント報告、医薬品の副作 
用、医療機器の不具合等の情報共有およびそれらに関する対策および再発防止策について議論し、 
医療安全管理部門の進むべき方向性を医療安全管理責任者が指示している。 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 ☑有（8名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

【各種情報の整理】 

薬剤部医薬品情報室にて集約、整理される。 

【医薬品安全管理責任者への報告】 

薬剤部医薬品情報室担当者より随時報告される。医薬品の使用、採用申請状況は、医薬品安全

管理責任者が薬剤部医薬品情報室にて週 1回行われるミーティングに出席し共有。また毎日の

インシデント事例報告より情報収集。以上の中から対策が必要と判断した場合は対策の立案と

実施。 

【院内周知】 

医薬品安全管理責任者は情報の緊急性・重要性を判断し院内周知を医薬品情報室に依頼し、月

2回発行の DIニュースや各診療科へのメール、電子カルテへの掲載を以って院内周知を行う

が、医療安全ニュース（最低月 1回）にて医療安全管理部門から発信する場合もある。また、

PMDAへの副作用報告や院内採用品の自主回収等の情報は、医薬品安全管理責任者が週 1回の医

療安全定例会にて報告する。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

病棟担当者からの報告、医薬品情報管理室への問い合わせ等により未承認薬等の使用に関する相談 

を受けた場合、まず必要性と緊急度を確認し、代替薬の検索・提案を行う。代替薬が無い場合には、 

委員会への申請の必要性を判断し、必要なら申請を依頼。同時に担当者に依頼し、妥当性・有効性 

・安全性・経済性の観点から情報の収集・整理を行う。これらの情報を随時、医療安全管理部門と 

共有し、その情報を基に委員会にて審議を行う。使用開始後は、申請科・病棟担当者と共同して有 



 
 
 

 

効性の確認と有害事象をモニタリングする。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：説明・同意書の量的点検が、診療録管理室において実施されおり、規定に定められた事項の遵

守状況を確認している。また、診療録管理室運営委員会と医療安全管理・対策委員会を通して、患

者への説明内容、説明・同意書の記載内容、同席者の規程について、診療録管理室長を中心に指導

を行っている。 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

毎月 3診療科各 10症例の診療録に対して、診療録の記載内容の監査を医師・看護師・薬剤師によっ

て実施している。また、その結果を診療録管理室運営委員会および病院運営委員会で報告するとと

もに、当該診療科にフィードバックし、指導することにより改善を促している。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（3）名、専任（5）名、兼任（18）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（6）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（1）名、兼任（0）名 

 うち看護師：専従（1）名、専任（1）名、兼任（2）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

(1)医療安全のガバナンス体制の推進及び整備に関すること。 

(2)医療安全のガバナンス体制の管理及び維持・向上のため必要な情報収集及び分析、評価に関する 

こと。 

(3)医療事故に関する報告窓口業務に関すること。 



 
 
 

 

(4)医療事故に関する初期情報収集と対応。 

(5)医療事故等の原因究明及び診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分にされている事の確認を 

行うとともに必要な指導を行うこと。 

(6)医療の質の維持・向上並びに医療事故の防止、安全管理のための職員への教育・研修の企画・立

案及び実行、周知徹底業務。 

(7)医療安全に関する連絡調整に関すること。 

(8)医療の質の維持・向上並びに医療事故に関する書類等の確認及び必要な指導に関すること。 

(9)医療事故発生時の患者及び家族への説明等の対応状況を確認し必要な指導を行うこと。 

(10)所管する会議等の資料及び議事録の作成と保存、並びに会議の業務に関すること。 

(11)訴訟に関する業務(事務) 

(12)当該事故関係医療従事者を支援すること(精神的サポート体制) 

(13)院内の全死亡事例の監査 

(14)内部通報窓口の運用に関すること。 

(15)高難度新規医療技術の評価及び管理(運用については別に定める)。 

(16)未承認新規医薬品等の評価及び管理(運用については別に定める)。 

(17)診療録管理室と連携し、インフォームド・コンセント及び診療記録の質に関する監査に資する

こと。 

(18)インシデントレベルに関係なく重要な検討が必要な事例については症例検討会を行うこと。 

(19)各部門における医療安全対策の実施状況の評価に基づき、医療安全確保のための業務改善計画 

書を作成し、それに基づく医療安全対策の実施状況及び評価結果を記録すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（20件）、及び許可件数（19件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

(1)未承認新規医薬品等、保険適用外医療及び適応外使用に関する適否等の評価及び管理 



 
 
 

 

(2)未承認新規医薬品等、保険適用外医療及び適応外使用の新規・変更申請の窓口業務 

(3)未承認新規医薬品等、保険適用外医療及び適応外使用した全症例の管理 

(4)未承認新規医薬品等評価委員会等の資料及び議事録の作成と管理 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（20件）、及び許可件数（19件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1)未承認新規医薬品等、保険適用外医療及び適応外使用に関する適否等の評価及び管理 

(2)未承認新規医薬品等、保険適用外医療及び適応外使用の新規・変更申請の窓口業務 

(3)未承認新規医薬品等、保険適用外医療及び適応外使用した全症例の管理 

(4)未承認新規医薬品等評価委員会等の資料及び議事録の作成と管理 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 763件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 37件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

原因の分析及び再発防止策を立案し、医療安全管理部門に実施の指示をする。 

 

 



 
 
 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：東京女子医科大学病院・日本大学医学部附属板

橋病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：東京女子医科大学病院・日本大学医学

部附属板橋病院）・無） 

・技術的助言の実施状況：なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

1）電話相談及び窓口相談（総合相談窓口） 

2）投書箱 

相談内容をアセスメントし、一時対応は受付部署で行うが、必要に応じて該当する各部署と連携し

解決する。その後、関係する部署の所属長や医療安全管理部門長、病院長と院内責任者へ報告す

る。内容によっては各種委員会にて検討し対応策の検討を行っている。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

【感染管理】 

1. 活用しよう ポケットマニュアル 
2. 抗菌薬の適正使用 
3. 高度耐性菌のリスクと感染対策について 
4. 内服抗菌薬の適正使用 

受講対象者：2,000人 受講者数：2,000人 受講率：100％ 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



 
 
 

 
 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

【管理者】2023年 3月 1日 

2022年度特定機能病院管理者研修 公益財団法人日本医療機能評価機構 

【医療安全管理責任者】2023年 2月 3日 

2022年度特定機能病院管理者研修 公益財団法人日本医療機能評価機構 

【医薬品安全管理責任者】①2023年 2月 3日 ②2023年 11月 11日 

① 2022年度特定機能病院管理者研修 公益財団法人日本医療機能評価機構 

② 令和 6年度医薬品安全管理責任者等講習会 一般社団法人日本病院薬剤師会 

【医療機器安全管理責任者】2023年 2月 3日 

2022年度特定機能病院管理者研修 公益財団法人日本医療機能評価機構 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

平成 29年より年 2回 、外部監査委員による昭和大学病院医療安全外部監査委員会を実施してい

る。 

令和 3年 12月日本医療機能評価機構 病院機能評価受審 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

監査結果は昭和大学病院ホームページにて公表している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

特になし。（外部監査委員・病院機能評価の評価で問題となるような指摘事項なし。） 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

 ・ 基準の主な内容 

（1）医師であること 

 （2）心身ともに健全にして人格高潔であること 

 （3）組織管理能力等の当該病院を管理運営する上で必要な素質及び能力を有すること 

（4）医療の高度の安全の確保のために必要な資質及び能力を有すること 

 （5）診療及び臨床教育・研究に関しての識見を有すること 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   病院ホームページ 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 病院ホームページ 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 特別の間係 

小口 勝司 学校法人昭和大学理事長 ◯ 理事長 有・無 

小風 暁 昭和大学医学部長  医学部長 有・無 

吉田 仁 
昭和大学内科学講座 

消化器内科学部門 教授 
 

医学部教授会から選ばれた教授 3名

の内 1名 
有・無 

新家 俊郎 
昭和大学内科学講座 

循環器内科学部門 教授 
 

医学部教授会から選ばれた教授 3名

の内 1名 
有・無 

青木 武士 
昭和大学外科学講座 

消化器一般外科学部門 教授 
 

医学部教授会から選ばれた教授 3名

の内 1名 
有・無 

三邉 武幸 学校法人昭和大学理事  理事会から推薦された理事 1名 有・無 

越石 孝一 
一般社団法人日本私立 

医科大学協会監事 
 

理事会から推薦された外部有識者 2

名の内 1名 
有・無 

成田 光男 

荏原七丁目町会会長 

品川区荏原第二地域センター 

管内区政協力委員 

 
理事会から推薦された外部有識者 2

名の内 1名 
有・無 



 
 
 

 
 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための 
合議体の設置及び運営状況 

 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の経営及び運営の方針、経営目標の設定及び管理、予算執行及び収支 

 病院における教育・研究、事業計画・中長期計画 等（管理会議・病院運営委員会） 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

  診療科長補佐会議において報告、学内情報共有基盤（WEB上）にて全病院職員に通知 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

別紙参照    
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
  

 ・ 公表の方法 病院ホームページ 

 

 ・ 規程の主な内容 

（1）経営に関すること 

   ア 事業計画、予算の立案及び執行 

   イ 収支の掌握及び改善 

 （2）診療に関すること 

   ア 診療体制及び診療科の管理 

   イ 患者サービス 

 （3）医療安全・感染管理に関すること 

 （4）病院の業務管理に関すること 

 （5）病院職員の教育・研究に関すること 

 （6）人事管理に関すること 

 （7）コンプライアンスに関すること 

 （8）その他病院の管理・運営に必要なこと 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

5名の副院長にそれぞれ業務分担を行い、院長（管理者）をサポートする体制を整えている。 

   （医療安全、感染管理、個人情報、労働安全管理、診療運営、患者支援、中央診療部門、 

   地域連携、広報、救急、災害対策、外科系、内科系、研修医、臨床倫理・研究倫理、 

   保険診療、職員教育研修 等） 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構） 

 
 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する 

監査委員会に関する状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2回 

・活動の主な内容： 

医療安全各責任者の業務の実施状況について確認する。 

 理事長又は病院長に是正措置を講ずるよう意見する。 

 監査結果をホームページで公表する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：昭和大学病院ホームページ 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

近藤 昌昭 弁護士 ○ 

医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者、その他の

学識経験を有す

る者 

有・無 1 

坂下 暁子 

昭和大学横浜

市北部病院病

院長 

 
医療に関する学

識経験者 
有・無 1 

越石 孝一 患者代表  

医療従事者以外

の者で医療を受

ける者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が 
法令に適合することを確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
    附属病院機能評価調査委員会にて定期的に附属病院の評価・指導を実施 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による 

業務の監督に係る体制の整備に係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

病院担当理事協議会とは別に病院長は執行役員として理事会に陪席し、 
   病院業務に係る体制強化を実施している。 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年11回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年11回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
利害関係 

別紙参照   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に 

疑義が生じた場合等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法職員に配布しているポケットマニュアル 

 

 

 

 



昭和大学病院・附属東病院　管理会議構成員
No. 委員長 氏名 職種 役職

1 ○ 相良　博典 医師 昭和大学病院長

2 村上　雅彦 医師 昭和大学病院・附属東病院 担当理事

3 村上　秀友 医師 昭和大学病院附属東病院長

4 小林　洋一 医師 昭和大学病院副院長

5 大江　克憲 医師 昭和大学病院副院長

6 吉田　仁 医師 昭和大学病院副院長

7 渡井　有 医師 昭和大学病院副院長

8 青木　武士 医師 昭和大学病院副院長

9 吉田　雅子 看護師 看護部長

10 嶋村　弘史 薬剤師 薬剤部長

11 石﨑　兼司 事務員 事務部長

12 山口　義隆 事務員 管理課長

13 田邉　聡 事務員 医事入院課長

14 布村　順一 事務員 医事外来課長

15 森本　照美 事務員 東病院管理課長

16 浅川　悦久 事務員 クオリティマネジメント課長

17 村岡　真輔 事務員 管理課管理係長（陪席）

18 小林　達彦 事務員 学校法人昭和大学総務部総務課長（陪席）



昭和大学病院 病院運営委員会出席者リスト

No. 氏名 委員長 職種 所属 職位

1 相良　博典 ◯ 医師 昭和大学病院長 病院長

2 村上　秀友 医師 昭和大学病院附属東病院長 病院長

3 小林　洋一 医師 昭和大学病院副院長 副院長

4 大江　克憲 医師 昭和大学病院副院長 副院長

5 吉田　仁 医師 昭和大学病院副院長 副院長

6 渡井　有 医師 昭和大学病院副院長 副院長

7 田中　明彦 医師 呼吸器・アレルギー内科 診療科長

8 矢嶋　宣幸 医師 リウマチ・膠原病内科 診療科長

9 山岸　昌一 医師 糖尿病・代謝・内分泌内科 診療科長

10 本田　浩一 医師 腎臓内科 診療科長

11 服部　憲路 医師 血液内科 診療科長

12 新家　俊郎 医師 循環器内科 診療科長

13 角田　卓也 医師 腫瘍内科 診療科長

14 時松　一成 医師 感染症内科 診療科長

15 横山　和彦 医師 緩和医療科 診療科長

16 髙塩　理 医師 精神神経科 診療科長

17 武井　秀史 医師 呼吸器外科 診療科長

18 青木　淳 医師 心臓血管外科 センター長

19 青木　武士 医師 消化器・一般外科 診療科長

20 林　直輝 医師 乳腺外科 診療科長

21 水谷　徹 医師 脳神経外科 センター長

22 工藤　理史 医師 整形外科・脊椎外科センター 診療科長

23 笠井　史人 医師 リハビリテーション科 診療科長

24 永井　隆士 医師 リハビリテーション科（東病院） 診療科長

25 髙木　信介 医師 形成外科 診療科長

26 関沢　明彦 医師 産婦人科 教授（員外）

27 松本　光司 医師 産婦人科 診療科長

28 恩田　秀寿 医師 眼科 診療科長

29 水野　克己 医師 小児科 診療科長

30 嶋根　俊和 医師 耳鼻咽喉科 診療科長

31 猪又　直子 医師 皮膚科 診療科長

32 深貝　隆志 医師 泌尿器科 診療科長

33 扇谷　芳光 医師 放射線科 診療科長

34 伊藤　芳紀 医師 放射線治療科 診療科長

35 小谷　透 医師 集中治療科 診療科長

36 土肥　謙二 医師 救命救急科（3次） 診療科長

37 垂水　庸子 医師 救急診療科（1・2次） 責任者

38 矢持　淑子 医師 臨床病理診断科 診療科長

39 山口　麻子 医師 病院歯科 診療科長

40 富田　英 医師 小児循環器・成人先天性心疾患センター （小児循環器内科） センター長

41 宮原　義典 医師 小児循環器・成人先天性心疾患センター （小児心臓血管外科） センター長

42 山村　冬彦 医師 内視鏡センター センター長

43 今井　孝成 医師 小児科 センター長

44 五藤　哲 医師 食道がんセンター センター長

45 加藤　光広 医師 小児科 センター長

46 吉武　理 医師 腎移植センター センター長

47 安達　太郎 医師 睡眠医療センター センター長

48 山上　裕機 看護師 膵がん治療センター センター長

49 中村　清吾 看護師 ブレストセンター センター長

50 谷岡　大輔 薬剤部 診療科長補佐会議 総括診療科長補佐

51 片桐　敦 放射線技師 診療科長補佐会議 副総括診療科長補佐

52 吉田　雅子 管理栄養士 看護部 看護部長

53 中村　綾子 臨床工学技士 看護部 看護部次長

54 嶋村　弘史 臨床検査技師 薬剤部 技師長

55 佐藤　久弥 臨床検査技師 放射線技術部 薬剤部長

56 島居　美幸 医師 栄養科 責任者

57 大石　竜 事務員 臨床工学室 技士長

58 家泉　桂一 事務員 臨床検査室 技師長

59 三邉　武彦 医師 臨床研究支援センター センター長

60 石﨑　兼司 事務員 事務部 課長

61 山口　義隆 事務員 管理課 課長

62 浅川　悦久 事務員 クオリティマネジメント課 課長

63 田邉　聡 事務員 医事入院課 課長

64 布村　順一 事務員 医事外来課 課長

65 森本　照美 事務員 東病院管理課 課長

66 小暮　真也 事務員 施設部 係長

67 西村　美香 事務員 財務部 係長

68 村岡　真輔 事務員 管理課（運営スタッフ） 係長

69 守屋　希和 事務員 管理課（運営スタッフ） 主査

70 大山　圭太 事務員 管理課（運営スタッフ） 主査

71 小野　梨沙 事務員 管理課（運営スタッフ） 係員

72 三橋　聖香 事務員 管理課（運営スタッフ） 係員



No. 委員長 氏名 役職 利害関係 備考

1 〇 小出　良平 学校法人昭和大学　総括病院担当理事 有

2 小口　勝司 学校法人昭和大学　理事長 有

3 村上　雅彦 学校法人昭和大学　病院担当理事（東京都） 有

4 門倉　光隆 学校法人昭和大学　病院担当理事（神奈川県） 有

5 上條　由美 学校法人昭和大学　副理事長 有

6 久光　正 昭和大学　学長 有

7 馬場　一美 学校法人昭和大学　人事担当理事 有

8 小川　良雄 学校法人昭和大学　総務担当理事 有

9 相良　博典 昭和大学病院　病院長 有 執行役員

10 村上　秀友 昭和大学病院附属東病院　病院長 有 執行役員

11 髙橋　寛 昭和大学藤が丘病院　病院長 有 執行役員

12 市川　博雄 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院　病院長 有 執行役員

13 坂下　暁子 昭和大学横浜市北部病院　病院長 有 執行役員

14 横山　登 昭和大学江東豊洲病院　病院長 有 執行役員

15 真田　建史 昭和大学附属烏山病院　病院長 有 執行役員

16 槇　宏太郎 昭和大学歯科病院　病院長 有 執行役員

17 田口　彰彦 学校法人昭和大学　事務局長 有 執行役員

18 荒川　千春 学校法人昭和大学　統括看護部長 有 必要と認められた者

19 石﨑　兼司 学校法人昭和大学　統括病院事務部長 有 必要と認められた者

20 大矢　敦 学校法人昭和大学　人事部長 有 必要と認められた者

21 山口　義隆 昭和大学病院　管理課長 有 陪席

22 田邉　聡 昭和大学病院　医事入院課長 有 陪席

23 佐藤　駿太 昭和大学病院　管理課企画庶務係長 有 陪席

24 石川　智貴 昭和大学病院　管理課企画庶務係主査 有 陪席

病院担当理事協議会　構成員



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 ホームページに記載（http://www.showa-u.ac.jp/SUH/index.html） 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

内科医師、外科医師、薬剤師、看護師が診療にあたれるよう「センター化」を行い、複数の 

  診療科をはじめ、多くの医療従事者が１人の患者に関わることで「チーム医療」を実現して 

  いる。 

 

 

 

 

http://www.showa-u.ac.jp/SUH/index.html

